













 上の三つの人称変化は，また一方で，1 人称単数と 3 人称単数の定動詞が異なる形態にな
るタイプ（以下：タイプⅠ）と同一形態のタイプ（以下：タイプⅡ）の二つに大別される。タイプⅠ
は「一般動詞」3) の現在人称変化であり，例えば，不定詞 lernenに対し，1人称単数では (ich) 





























って異なる形態をとらない。以下に，現在人称語尾 5) と現在人称変化の例を挙げる 6)。 
 
   表 2： 現在人称変化 
      不 定 詞： lernen 
表 1： 現在人称語尾     語 幹： lern- 
 単数 複数  単数 複数 
1人称  ich －e  wir －en   ich lerne  wir lernen 
2人称  du －st  ihr －t   du lernst  ihr lernt 
3人称  er －t  sie －en   er lernt  sie lernen 
 




















 ich －▲  wir －en 
 du －st  ihr －t 
 er －▲  sie －en 
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 単数 複数  単数 複数 
1人称  ich －e  wir －en   ich lerne  wir lernen 
2人称  du －st  ihr －t   du lernst  ihr lernt 
3人称  er －t  sie －en   er lernt  sie lernen 
 




















 ich －▲  wir －en 
 du －st  ihr －t 
 er －▲  sie －en 
 
また，以下に話法の助動詞 können と müssenの現在人称変化を挙げておく。 
 
表 4： könnenの現在人称変化  表 5： müssenの人称変化 
   不 定 詞： können     不 定 詞： müssen 
   語 幹： könn-     語 幹： müss- 
 ich kann▲  wir können   ich muss▲  wir müssen 
 du kannst  ihr könnt   du musst  ihr müsst 







 動詞 wissenの現在人称変化は以下のとおりである。 
 
表 6： wissenの現在人称変化 
   不 定 詞： wissen 
   語 幹： wiss- 
 ich weiß▲  wir wissen 
 du weißt  ihr wisst 





















  表 8： 過去人称変化 
     不 定 詞： lernen 
表 7： 過去人称語尾     過去基本形： lernte 
 ich －▲  wir －n   ich lernte▲  wir lernten 
 du －st  ihr －t   du lerntest  ihr lerntet 




  表 10： 過去人称変化 
     不 定 詞： kommen 
表 9： 過去人称語尾     過去基本形： kam 
 ich －▲  wir －en   ich kam▲  wir kamen 
 du －st  ihr －t   du kamst  ihr kamt 




 第 2の提示方法は，以下のように，1人称複数および 3人称複数の人称語尾を一つにまとめ
て -(e)n と提示する方法（以下：提示方法 B）である 10)。 
 
表 11： 過去人称語尾 
 ich －▲  wir －(e)n 
 du －st  ihr －t 
 er －▲  sie －(e)n 
 
提示方法 B の場合，人称語尾 -(e)n について何ら説明がなされていない教科書が多いが，
「過去基本形が -eで終わるものは，1人称複数と 3人称複数の人称語尾は -nのみ」などの説
明がなされている教科書もある。しかし，そのような説明がなされていても，過去基本形が -e
で終わらないものにつける人称語尾が -en なのか -n なのかはわかりにくく，とりわけ初学者に
とっては判断が難しいと思われる。 










 提示方法 C については，さらに，接続法第Ⅰ式と第Ⅱ式に同一の人称語尾を用いるとする
提示方法（以下：提示方法 C1）と，一部ではあるが異なる人称語尾を用いるとする提示方法
（以下：提示方法 C2）に細分される。まず，提示方法 C1 であるが，この場合の接続法現在人
称語尾と具体的な人称変化は以下のとおりである。 
 
  表 13： 接Ⅰ現在人称変化 
     不 定 詞： lernen 
表 12： 接続法現在人称語尾     語 幹： lern- 
 ich －e  wir －en   ich lerne  wir lernen 
 du －est  ihr －et   du lernest  ihr lernet 
 er －e  sie －en   er lerne  sie lernen 
 
表 14： 接Ⅱ現在人称変化  表 15： 接Ⅱ現在人称変化 
   不 定 詞： lernen     不 定 詞： kommen 
   過去基本形： lernte     過去基本形： kam 
 ich lernte  wir lernten   ich käme  wir kämen 
 du lerntest  ihr lerntet   du kämest  ihr kämet 
 er lernte  sie lernten   er käme  sie kämen 
 
この提示方法の問題は，表 14に見られるように，弱変化動詞 lernenの場合，接続法第Ⅱ式現
在は，過去基本形 lernte ではなく，実際には lernt- という形態に接続法現在人称語尾がつい
て作られている点にある。 
 提示方法 C2 では，以下のように，接続法第Ⅰ式と第Ⅱ式の現在人称変化にそれぞれ人称
語尾（表 16および表 18）を提示している。 
 
  表 17： 接Ⅰ現在人称変化 
     不 定 詞： lernen 
表 16： 接Ⅰ現在人称語尾     語 幹： lern- 
 ich －e  wir －en   ich lerne  wir lernen 
 du －est  ihr －et   du lernest  ihr lernet 
 er －e  sie －en   er lerne  sie lernen 
 
表 18： 接Ⅱ現在人称語尾 
 ich －(e)  wir －(e)n 
 du －(e)st  ihr －(e)t 




表 19： 接Ⅱ現在人称変化  表 20： 接Ⅱ現在人称変化 
   不 定 詞： lernen     不 定 詞： kommen 
   過去基本形： lernte     過去基本形： kam 
 ich lernte▲  wir lernten   ich käme  wir kämen 
 du lerntest  ihr lerntet   du kämest  ihr kämet 
 er lernte▲  sie lernten   er käme  sie kämen 
提示方法 C1 と異なり，提示方法 C2 では，弱変化動詞 lernen の接続法第Ⅱ式現在は，過去
基本形 lernteに接続法第Ⅱ式現在人称語尾がついて作られる。しかし一方で，過去人称語尾
の提示方法 B の場合と同様に，提示方法 C2 でも人称語尾 -(e)n については，「接続法第Ⅱ
式基本形が -eで終わるものは，1人称複数と 3人称複数の人称語尾は -nのみ」などの説明




 提示方法 C2 と同じく接続法第Ⅰ式と第Ⅱ式の現在人称変化を分け，さらに接続法第Ⅱ式
現在人称変化を「規則動詞」と「不規則動詞」に分けて人称語尾を提示する方法（以下：提示
方法C3）もある。今回調べた教科書のうち，一冊のみでこの提示方法が採られていた。接続法
第Ⅰ式現在人称語尾と人称変化は，上記の表 16 および表 17 と同一である。以下に「規則動
詞」（表 21，表 22）と「不規則動詞」（表 23，表 24および表 25）の接続法第Ⅱ式現在人称語尾
と人称変化の例を挙げる。 
  表 22： 接Ⅱ現在人称変化 
     不 定 詞： lernen 
表 21： 接Ⅱ現在人称語尾     過去基本形： lernte 
 ich －te  wir －ten   ich lernte  wir lernten 
 du －test  ihr －tet   du lerntest  ihr lerntet 
 er －te  sie －ten   er lernte  sie lernten 
 
表 23： 接Ⅱ現在人称語尾 
 ich －(e)  wir －(e)n 
 du －(e)st  ihr －(e)t 
 er －(e)  sie －(e)n 
 
表 24： 接Ⅱ現在人称変化  表 25： 接Ⅱ現在人称変化 
   不 定 詞： kommen     不 定 詞： werden 
   過去基本形： kam     過去基本形： wurde 
 ich käme  wir kämen   ich würde▲  wir würden 
 du kämest  ihr kämet   du würdest  ihr würdet 
 er käme  sie kämen   er würde▲  sie würden 
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  表 27： 接Ⅰ現在人称変化 
     不 定 詞： lernen 
     語 幹： lern- 
表 26： 接続法現在人称語尾     接Ⅰ基本形： lerne 
 ich －▲  wir －n   ich lerne▲  wir lernen 
 du －st  ihr －t   du lernest  ihr lernet 
 er －▲  sie －n   er lerne▲  sie lernen 
 
表 28： 接Ⅱ現在人称変化  表 29： 接Ⅱ現在人称変化 
   不 定 詞： lernen     不 定 詞： kommen 
   過去基本形： lernte     過去基本形： kam 
   接Ⅱ基本形： lernte     接Ⅱ基本形： käme 
 ich lernte▲  wir lernten   ich käme▲  wir kämen 
 du lerntest  ihr lerntet   du kämest  ihr kämet 






















2.1. 話法の助動詞と wissenの現在人称語尾 
 話法の助動詞とwissenは，1.2.2. で述べたとおり，同一の人称変化をし，その人称語尾の提
示方法は一種類でよい 11)。以下ではこの人称語尾をタイプⅡa とする。 
 
表 30： 話法の助動詞と wissenの現在人称変化 
 タイプ 不定詞： können wissen 
 Ⅱa 語 幹： könn- wiss- 
ich －▲         kann▲ weiß▲ 
du －st         kannst weißt 
er －▲         kann▲ weiß▲ 
wir －en         können wissen 
ihr －t         könnt wisst 









表 31： 接続法現在人称変化 
  接Ⅰ現在人称変化 接Ⅱ現在人称変化 
 タイプ 不 定 詞： lernen 不 定 詞： lernen kommen 
 Ⅱb 語 幹： lern- 過去基本形： lernte kam 
  接Ⅰ基本形： lerne 接Ⅱ基本形： lernte käme 
ich －▲             lerne▲             lernte▲ käme▲ 
du －st             lernest             lerntest kämest 
er －▲             lerne▲             lernte▲ käme▲ 
wir －n             lernen             lernten kämen 
ihr －t             lernet             lerntet kämet 





方法 B では，1 人称複数および 3 人称複数の人称語尾を一つにまとめて -(e)n と提示してい
るが，上述したように，この提示方法では，過去基本形が -eで終わらないものにつける人称語
尾が -en なのか -n なのかがわかりにくい。さらに，このような括弧の使い方は，初学者にとっ
ては誤解のもとになりかねない。すなわち，ドイツ語文法の教科書・参考書などにおける名詞
の格変化でしばしば，男性・中性単数 2 格に Mann(e)s などの表記が見られるが，この括弧は
省略可能を表しており，Mannes および Manns のどちらもが文法的に正しい。一方，過去人称
語尾の -(e)nの場合は，過去基本形が -eで終わっているものには -nのみを，過去基本形が 
-e で終わっていないものには -en をつけなくてはならず，括弧は省略可能を表してはいない。
そのため，例えば動詞 sein（過去基本形：war）の 1人称複数形および 3人称複数形は waren
であり，warnは誤りであるにもかかわらず，warnを用いてしまう初学者も実際におり，このような
括弧の使用は避けるべきである。それゆえ，過去人称語尾の提示方法としては，1 人称複数
および 3 人称複数の人称語尾を二つに分けて提示する提示方法 A のほうが，学習者に誤解
を引き起こさないという点で適切である。しかし，その結果，過去人称語尾には，以下のように
タイプⅡa とⅡbの二つを提示しなくてはならなくなる。 
表 32： 過去人称変化 
 タイプ 不 定 詞： kommen タイプ lernen 
 Ⅱa 過去基本形： kam Ⅱb lernte 
ich －▲             kam▲ －▲ lernte▲ 
du －st             kamst －st lerntest 
er －▲             kam▲ －▲ lernte▲ 
wir －en             kamen －n lernten 
ihr －t             kamt －t lerntet 
sie －en             kamen －n lernten 
なお，タイプⅡaの人称語尾は強変化動詞と seinの過去人称変化に，またタイプⅡbの人称語























 すでに見てきたように，タイプⅡa とⅡbの人称語尾の差異は，1人称複数と 3人称複数の二
箇所のみである。この二箇所の人称語尾が -en となるタイプⅡaの人称語尾をとる動詞の特徴
は，その人称語尾がつく不定詞の語幹または過去基本形が -e で終わっていないもの（以下：










表 33： 人称語尾 
 タイプⅠ タイプⅡa タイプⅡb 
ich  －e  －▲  －▲ 
du  －st  －st  －st 
er  －t  －▲  －▲ 
wir  －en  －en  －n 
ihr  －t  －t  －t 
sie  －en  －en  －n 
 
この点を考慮すると，タイプⅡの 1人称複数と 3人称複数に対する人称語尾は -enを基本とし，





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                     













・不定詞の語幹が歯茎破裂音 [t] で終わる動詞（waren，finden など）および［－流音］
の子音＋鼻音 [m]・[n] で終わる動詞（rechnen，öffnenなど）の現在人称変化 
・不定詞の語幹が歯茎摩擦音 [s] および歯茎破擦音 [ts] で終わる動詞（reisen，
tanzenなど）の現在人称変化 
・過去基本形が歯茎破裂音 [t] で終わる動詞（bitten，findenなど）の過去人称変化 





a) 3人称単数は erのみを挙げる。 














10) 提示方法 Bの場合も，具体的な動詞の人称変化は，上記の表 8および表 10 と同じで
あるため，ここでは人称変化表を省略する。 
31
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の子音＋鼻音 [m]・[n] で終わる動詞（rechnen，öffnenなど）の現在人称変化 
・不定詞の語幹が歯茎摩擦音 [s] および歯茎破擦音 [ts] で終わる動詞（reisen，
tanzenなど）の現在人称変化 
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a) 3人称単数は erのみを挙げる。 














10) 提示方法 Bの場合も，具体的な動詞の人称変化は，上記の表 8および表 10 と同じで
あるため，ここでは人称変化表を省略する。 
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11) （厳密には wollen 以外の）話法の助動詞と wissen は現在人称変化で過去人称語尾が
用いられる過去現在動詞（Präteritopräsens）であり，そのため同一の現在人称変化をする
（川島（編）(1994) S.749 f.）。 






14) er kann ではなく er kannt など。 
15) この新たな名称に関しては，必ずしも「第Ⅰ」「第Ⅱ」である必要はない。例えば，「人称
語尾 A」「人称語尾 B」なども可能であろう。 
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